
　（別紙４（２）） 事業所名  社会福祉法人　寿宝会　グループホーム輝楽苑

目標達成計画目標達成計画目標達成計画目標達成計画 作成日：　平成　２３年　３月　３１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 １

職員一人ひとりが理念に対する思いや捉え方
が異なっている。統一したケアが行えていない。

施設全体で方向性を定める。 ・定期的に理念に対し理解を深めるため話し合
いの場を設ける。（全体会議・申し送り時）
・職員自身が毎日を大切に思い、他職員・利用
者様と関わりを持つ。

６ヶ月

2 ２３

各職員の介護に対する思いや考え方に温度差
がある。職員の都合で接してしまうこともあり、
利用者様の思いや意向が叶えられていない。

利用者様の思いや気持ちを知ると共に、職
員の意識も共有する

・個々の利用者様を知る。フェイスシートや家族
からの聞き取り等、情報を収集しその方にあっ
た介護を提供する。
・話し合いの場を定期的に設けることで、職員
の意識の統一性を図る。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【【【【目標達成計画目標達成計画目標達成計画目標達成計画】　】　】　】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


